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     1. 2015年1月の便り 年の初めに 

   
和鉄の故郷 記紀神話の淡路島 紀淡海峡の夜明け                                     

 
激動の時代 「未」の周り年を迎えました  いつも気にかけていただき感謝です 

「まぁええか 元気出してゆこう」と心は行ったり来たり 

今年も笑顔の一年になりますよう よろしくお願い致します 

 

               2015年 1月1日 from Kobe by Mutsu Nakanishi 

 

『へいわってすてきだね』  詩 安里有生 絵 長谷川義史  

 
 

 

From Kobe2015 

   1. 

中西睦夫
スタンプ



   2.  今 一番気になっている言葉です  

◆ ヒューマンを特徴づける「利他の精神」 

「利他」なんていうと「何をええ恰好して・・・」と言われそうで、口にできなかった言葉ですが、 

人間が人間たるゆえんが、この「他人を思う心」。  

この精神があってこそ 地球上で人間が生き延びてきた。それを真面目に考える時だ。 

以前にも紹介しましたが、今急激な情報社会のの中で、そんな余裕すら失われつつある時代に見える。 

そんなことを思いめぐらす年の初めである。 

 

現在の急激な情報化社会進展の中で、格差・差別・貧困がもたらす争いも急増し、武器など力を背景にそれを突破する

ことはもはや困難で、解決の糸口さえ見つからぬ状況になってきた。 

これを突破できる唯一の知恵はこの ヒューマンがこの多難な地球上で生きながら得る原動力だった「利他的精神」。 

それを提唱する人が数多くいる。 もっとも 日本で正面だっていうのは、宗教家か教育者と相手にもされないが・・・・。 

一方 2020年東京オリンピックをビジネスチャンスととらえ、それこそ「おもてなし」を声高に言う輩が多い。 

でも そのほとんどは その中身を理解せず、薄っぺらなマニュアル本よろしく、形だけのポーズでこれを利用する。 

そこには 利他の精神が根底にある「おもてなし」の心を全く理解せず、旧態依然とした力・金権体質が見え隠れする。 

言葉と言葉の中にある本質理解 その乖離が日本ではIT社会の進展とともに、益々広がっている。 

今 これに歯止めがかからぬと 日本はまたぞろ世界の孤児になりかねない。 

そんな監視役を担えるのは 経験豊富でしかも 日本の高度成長と貧困時代を経験してきた老齢層にしかない。 

年寄は静かにリタイヤなんて 言って居れぬ時代。今こそ 年寄がものを言わねばならない。 

谷川俊太郎さんの詩が グサッと胸に突き刺さる。 

年寄はまだ退場してはならぬ。 俺流の中に自分の生きてきた道で培った判断力を行使せねば・・・・。 

俺流というと すぐに自己流とごかいされそうですが、もちろん仲間・家族がいての俺流である。 



  ◆ ジョージ カーリンの「いつまでも若くいるコツ」 

   今年は「未年」 私の周り年 高齢者の仲間入り。 

  行動半径も小さくなりつつある今、どんな生き方が一番なのだろうか?   

  相変わらずの勝手気ままな風来坊生活に みんなどうしているのだろうか? と。 

 

久しぶりにジョージ カーリンの「いつまでも若くいるコツ」の動画を引っ張り出して、笑ってしまった。 

バックに流れるBGMが美しく、老齢者にとって、彼が言う「示唆に富んだ楽天性」が楽しくて、  

時折 引っ張り出しては、眺めています。  

「こんだけ 楽天的に楽しく暮らせたら本当に楽しいやろうなあ・・・」と。 

でも 随所に 利己的にならずに 仲間と暮らす知恵がある。 ちょっとづつでも胸張って 前向いてと。 

年寄には厳しい時代 こんな楽天性や仲間に助けを求めるのも必要か  

 

 

 

 

今できることを 精一杯 無理せずゆっくりと  

好奇心さえあれば・・・と前向いて  

     お互い笑顔で 前向き思考  元気で乗り切って行きましょう 

 

       2015年 1月 1日  From Kobe 

              Mutsu Nakanishi 


